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研究要旨 
食品衛生法では、器具・容器包装等の安全性を確保するための規格基準とともに、その

規格基準を満たしているか否かを判定するための試験法が定められている。しかし、多く
の試験法については、その性能について十分な評価が行われていない。また、器具・容器
包装等には原料、添加剤、不純物等の様々な化学物質が残存し、これらの化学物質は食品
や唾液を介してヒトに曝露する可能性がある。したがって、器具・容器包装等の安全性を
確保するためには、製品に残存する化学物質やその溶出量等を把握することが重要であ
る。そこで、市販製品に残存する化学物質に関する研究として、合成樹脂製器具・容器包
装に含有される非意図的添加物質の探索、総溶出物試験とその乾燥操作の平準化に関す
る検討、総溶出物試験法の性能評価、総溶出物試験による市販製品の実態調査、紙およ
び竹製ストローからの金属類の溶出量の測定、ポリ塩化ビニル製のおもちゃから検出さ
れた未知可塑剤に関する調査を実施した。 
合成樹脂製器具・容器包装に含有される非意図的添加物質の探索では、昨年度に引き続

き、NIAS について報告された 41 報について調査を行い、検出が報告された化合物につ
いて分析情報を含むデータベースを作成した。その結果、昨年度分と合わせると、収載し
た情報はのべ 3345 化合物となった。PE、PP、PS、PA、PET、多層フィルム等の使用量
が多い樹脂を中心にデータベースを拡充することができた。 
総溶出物試験とその乾燥操作の平準化に関する検討では、アルミニウム箔の蓋の効果

を検証した。その結果、蒸発残留物試験と比べて多くの物質で残留物量を向上させること
ができた。さらに、各試験所で得られる残留物量を同程度にするための乾燥操作の平準化
する方策を検討し、指標物質を用いて乾燥操作条件を検証および調節する方法を考案し
た。 

総溶出物試験法の性能評価では、民間の登録検査機関、公的な衛生研究所など計 20 試
験所による試験室間共同実験を行い、総溶出物試験法の性能を検証した。各試験所が指標
物質を用いて調節した乾燥条件で総溶出物試験を行った結果、蒸発残留物試験と同等以上
の性能を有することが示唆されたが、一部の物質では試験所間での残留物量のばらつきが
大きく、結果が異なる可能性があることが判明した。 
総溶出物試験による市販製品の実態調査を実施したところ、大部分の試料が欧州連合

における overall migration limit の規格値（0.10 mg/cm2）を満たしていた。そのため、個
別規格が未設定の合成樹脂製の器具・容器包装に総溶出物量の規格を導入しても大きな問
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題は生じないと考えられた。 
紙および竹製ストローからの金属類の溶出量の測定では、すべての紙製および竹製ス

トローから Al、P、Mn、Fe および Zn が移行することが確認され、一部のストローでは、
Cr、Ni、Cu、As および Pb の移行も確認された。飲料へ移行する金属類についてリスク
を検証したところ、Al および Pb のばく露量は、紙および竹製ストローからのばく露量で
あることを考慮するとやや高いと推察された。 
ポリ塩化ビニル製のおもちゃから検出された未知可塑剤に関する調査では、過去の可

塑剤使用実態調査で検出された 3 種の未知可塑剤の構造解析を行った。その結果、3 種の
うち最も含量の多かった未知可塑剤は DPHP であると同定し、他の 2 種はフタル酸（4-
メチル-2-プロピルヘキシル）（2-プロピルヘプチル）およびフタル酸ビス（4-メチル-2-
プロピルヘキシル）であると推定した。また、検体中の DPHP 含有量を定量したところ、
14.5～21.9wt%であった。 
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